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となる｡･(物性研究 33巻 224頁の(1)から(10)まで )
つまりj(r)を変分して UkD+Umを極小にするのが求める)(r)だということである｡ここ

















































た (上に述べた j1-一定 のや り方で ).だから具体にU3がどんなものであるかを示されな
くてもいいように思えます｡しかしこれは全 くおかしな話ではありませんか｡(1)から(2)に到達
する間にU3の形について,又大きさについて,符号について,それがどんなでなくてはなら
ないかの記述が全 くないのです｡ (物性研究 33巻224-226頁 )｡つまりどんな関数でもよ
いのです｡ということは0でもいいのです ! つまり飯田氏はUkTがSにしか依存 しない場合
でもマイスナ効果が生 じることを証明しておられるのです｡そうするとおかしなことにな りま
す｡飯田氏によるマイスナ状態に向う際のエントロピー変化には2項ある｡ (33巻 (22))0
一つは電子のランダムな運動が揃 うためのものでこれは負である｡もう一つはU3が存在するた
めに生じる項でこのために全変化は正になってよい｡私はこの項を無視 したから熱力学の初歩
を知らないということになります｡ところが飯田理論では 〃3を0にしてもマイスナ状態に向
うのですから,この時はエントロピ-は減小してしまいます｡これは)1--定 から生じた困
難です｡しかしもうしばらく飯田氏におつきあいしてみましょう｡
救う道は一つ しかありませんo(1)から(2)に到達するのにU3がある程度大 きくなければ(2)に
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到達出来ないということを示 し,現実に我々の系でそのようなU3が存在することを示すこと
です｡私がやった限りでは,U3を省略すると一足とびに(2)に到達してしまいます.唯一の逃A
げ道は,理論のinconsistencyには目をっぶり,ともかく現実に〃3が存在するのだからェント
ロピーは減小していないと主張することです｡そのためにはU3の存在を証明し,それが十分
の大きさ,正しい符号をもっていることを示さなくてはなりませんO飯田氏のように一般には
U3は存在する筈だからといって安心しているわけにはいきません｡しかし飯田氏はU3の存
在を証明されなかった｡私はU3を0と仮定 した｡あっても非常に高次から出てくる小さい項
だと思う｡しかしともかく仮定です｡一方飯田氏はU3の存在を仮定された｡これも全くの仮
定ですから全くの水かけ論です｡ところが飯田氏は一方的に私が誤っていると極めつけられた｡
それならU3としてどんな項があるのですかとご質問したのですが遂にお答え頂けなかったと
いうのが結末です｡
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